
鳥
琴

米
子

城

跡

１
　
所
在
地
　
　
　
鳥
取
県
米
子
市
西
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第
三
三
次
調
査
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）
四
月
―
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城
下
町
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―
近
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

米
子
城
跡
は
、
市
街
地
の
北
西
部
に
位
置
す
る
港
山
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
、

中
世
か
ら
近
世
ま
で
の
城
郭
遺
跡
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
本
九
を
含
む
城
郭

中
心
部
分
の
ほ
か
、
武
家
屋
敷

地
の
調
査
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

今
回
の
調
査
地
点
は
、
内
堀

に
面
す
る
武
家
屋
敷
跡
で
あ
る
。

調
査
で
は
、
近
世
前
半
と
近
世

後
半
の
二
時
期
の
礎
石
建
物
の

ほ
か
、
掘
立
柱
建
物
や
石
組
井

戸
な
ど
を
検
出
し
、
武
姦
屋
敷

の
構
造
を
知
る
手
が
か
り
が
得

ら
れ
て
い
る
。
木
簡
は
、
屋
敷
の
境
界
と
考
え
ら
れ
る
水
路
跡
か
ら

一
点
出
土

し
た
。
こ
の
ほ
か
、
ダ
ニ
エ
ル
電
池
容
器
、
輸
入
陶
磁
器
、
ガ
ラ
ス
瓶
な
ど
、

明
治
時
代
後
半
期
に
相
当
す
る
時
期
の
遺
物
が
多
量
に
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容
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ω
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×

牌
ｏ
　

ｏ
牌
】

針
葉
樹
材
を
短
冊
形
に
柾
目
取
り
し
た
木
材
を
使
用
し
て
お
り
、
表
面
は
風

化
し
、
墨
書
も
不
鮮
明
に
な
っ
て
い
る
。
一暴
面
に
は
墨
書
は
確
認
で
き
な
い
。

木
簡
の
上
下
に
直
径
五
ｍｍ
程
の
孔
が
あ
け
ら
れ
て
お
り
、
釘
状
の
工
具
で
裏
面

側
か
ら
穿
孔
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
木
簡
と
同
形
で
記
載
形
式
も

一
致
す
る
木
簡
が
東
京
都
港
区
の
汐
留
遺
跡
か
ら
多
数
出
土
し
て
お
り

（本
誌

第
二
一
号
）、
そ
の
例
か
ら
推
測
す
る
と
、
本
資
料
は
鉄
道
貨
物
に
関
連
す
る
荷

札
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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